劉師培の「國學發微」について : 中國における「國學」成立の一側面 by 末岡 宏
一九世界紀末から二0世界紀初頭にかけては中國の社會

































































國 粋 を 保 存 す る こ と
を 目 的 と し て い る 。
ただし、
「
骰 刊 辟 」
「 略 例 」 で は 雑 誌 の 題 名 と な っ て い る 「 國 粋 」





黄 節 の 「 叙 」 播 博 の 「 叙 」 部 寅 の 「 國 學 保 存 會 小 集
叙（
國 學 保 存 會 簡 章
）」等が掲載さ
れ て い る 。
そ の 中 で も 黄 節 の 「 國 粋 學 報 叙 」 は 創 刊 し た 中 心





















し た 日 本














中 國 で は 國 も 學 も 亡 び よ う と し
て い る こ と 。
第二に、
歌米の學術を受容することにより國學が滅ぴ
よ う と し て い る こ と 。
第三に、
國 粋 保 全 が 必 要 で






















































































日 本 の 維 新 で は
、諸
藩
や 幕 府 を 返 還 し 、













雄 二 郎 、
志賀重昂らが雑誌




日 本 主 義 す な わ ち 國 粋 主 義
が 成 立 し た
ことが述べられてい
る。
（ 「 昔 者 日
本維新、
蹄藩復幕、
翠 國 風 靡 、
子時
欧 化 主 義 、
皓皓活天、
三 宅 雄 二 郎 、
志 賀 重 昂 等 、
撰雑誌侶國粋保全、



































そ の ま ま 用 い て い る こ と は 明
ら か で あ る 。
つまり、
前項で一足早く西
洋 化 を 進 め た 日 本 に 野 し て 警 戒 を
抱 く と 同 時 に 、




と 國 界 の 関 係
はこのようなものであろうこと
か。
（ 嗚 呼 、




し て わ が 學 界 を 定 め る も の な の だ
（ 夫國學者、
明 吾 國 界 以 定 吾 學 界 者 也
）。」
と し て 、
國 粋 を 國 學 と 結 び つ け る 。















































































































































































































































































































































































孔 子 は こ れ を 編 輯 し て 孔 子 の 學 校 の 教 科 書 と し た 。
第一琥
ま ず 「 國 學 殺 微 」 は 章 、




分 け て お く 。
章立てはされていない
が、






















容 を 解 明 し 分 類 し た も の だ と 、
著作の意圏を述べている。
以 下 各 琥 の 内 容 を 列 皐 す る 。六藝の起源は、




薔典である。孔 子 は 六 経 ・ 儒 學 だ け で な く 諸 子 百 家 す べ て 學 を 習 得 し て お り 、
儒 家 に は そ の 傭 統 が 受 け 継 が れ た 。
諸 子 の 學 術 は 、







第 六 琥 第 五 琥 第三琥
西 漢 の 學 は 、
齊 學 と 魯 學 の 二 つ の 學 派 が あ る が 今 文 ・ 古 文
の 別 は な か っ た 。
西 漢 の 初 め に は 、
儒 學 が 盛 ん に な っ て く る が 、
諸子の學説も残っていた。
西 漢 の 経 生 は 複 敷 の 経 に 通 じ る も の が 多 か っ た 。西漢の時の経學には今文學•古文學の争いはなかったが、
東漢になって今文學•古文學の争いが起き、




今 文 學 • 古 文 學 を 共 に 學 ぶ 者 も 多 か っ
た 。
西 漢 の 武 帝 が 六 経 を 表 彰 し て 以 降 、
識 緯 を 用 い た 偽 學 が 盛
ん に な っ て き た 。
東 漢 の 帝 王 が 経 術 を 表 章 す る よ う に な る と 、
純 術 が 學 術 以 外 の 政 治 の 分 野 に も 使 わ れ る よ う に な っ て き た 。
雨漢の純は様々な形で博授されたが、
家 ご と に 解 繹 が 異 な る と い う 家 法 · 官 學 が 盛 ん に な っ て き た 。







































































































































・ 経 書 は 孔 子 の 學 校 の 教 科 書 で あ る こ と•諸子百家の學は西洋の學術に符合する多様な學術が含まれていたこと• 諸 子 百 家 の 學 は 雨 漢 の 末 ま で は 滅 び ず に 残 っ て い た こ と．雨漢では學者は複敷の経書やそれに付随して幅廣く諸子の學を學ぶものであったこ
と
• 魏 晉 南 北 朝 時 代 に 流 行 し た 佛 教 ・ 道 教 の 影 響 を 受 け る こ と に よ っ て 、
経 學 が 嬰 質 し て し ま っ た こ と
• 魏 晉 南 北 朝 時 代 に 、
それまで残っていた様々な諸子や経學の學説が
失 わ れ て し ま っ た こ と
• 唐 代 の 五 経 正 義 で 解 繹 を 統 一 す る こ と に よ っ て 、
それまでの多様な
経 學 が 失 わ れ て し ま っ た こ と
• 宋 代 の 経 學 は 性 理 學 で の 解 秤 以 外 に 多 様 な 経 學 が あ り
、考
證 學 の 先 謳 と な る も の が あ る こ と
• 明 代 の 陽 明 學 は ル ソ ー の 天 賦 人 櫂 論 に 符 合 す る 面 が あ る こ と• 明 代 の 経 學 は




は 「 國 學 骰 微 」 連 載 と 同 時 期
の一九0五年に第一冊が一九〇六年に第二冊が國學保存會から出版された
。内
容 的 に は 『 経 學 教 科 書 』


























































































































中 國 の 學 者 た ち に と っ て 、
國 粋 を 支 え る の は 疑 い な く 経 學 で あ り 、
そ






無 意 識 の う ち に 日
本の國學を参照しているからでは
な い か 。
堂時の中國の學者にとって、
國
の 粋 と は 國 學 に 他 な ら な か っ た と い う こ と だ 。
その認識は革命派の専賣特許
だけではあるまい。
春 秋 に 示 さ れ る
よ う
な 華 夷 観 念 に よ れ ば 華 と 夷 を 分 け る の は 文 化 な の で あ る か
ら、




































































































































































































































い た 。 検 明 。
(3)














































































會 『 中 國 思 想 史 研 究 』


























は 一 九 六
六年台北・芸文印








近 代 日 本 思 想 大
系第
五巻に所牧
さ れ た も の を 用 い
新編 本 稿 で は 『 國 粋 學 報 』
は 文 海 出 版 社 、
一九七













































































































































































































)「 國 學 骰 微 」 は 國 粋 學 報 の
「叢談」欄に掲載
されているが、


































































る こ と も
可能
で あ っ た だ ろ う 。
(18




















八 三 ー 四 頁
(20
) 『 経 學 教 科
書』
第 一 冊 、








八 三 ー 八 四
頁
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周予
同は
「経學教科書」第
一冊を皮錫
瑞の『経學歴史』
と拉
ぶ中國最初の系統的
な経學史の通史だと評債する。
（ 『
経學歴史』序言
一九二八年）
(21
)
「春秋左氏博答
問」
『劉申叔先生遺書』第一
冊三七三ー上
二八
八頁
朱冠華
『劉
師培春秋左氏傭
答問研究』光
明日報出版社一九
九八年が参考になる。
(22
)
劉師培の春秋學の特徴については「劉師培の春秋學」
（ 『
中國思想史
研究』第
一
―琥
六一ー八
九頁
一九八八年）
で隔れているが、
鄭玄以前の東漢の
経學の重視は、
曾祖父劉
文洪以
束の家學としての春秋學の
特徴でもある。
【付
記】
なお本稿は科學研究費補
助金
（基
盤研究
(C)
「東
アジ
ア近代における國學の
研究」
課題
番琥
"
22520
04
3) 
による研究成果の一
部である。
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